
 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野市として初めて 企業版ふるさと納税の申し出を受けました 

～信金中央金庫から 1,000万円の寄附～ 

 

 

信金中央金庫が創立 70 周年記念事業として実施する地域創生推進スキーム「ＳＣＢふるさと応

援団」の寄附対象事業募集にあたり、『「健幸（けんこう）で自分らしく暮らせるまち」を目指して！

歩くことから始める健康づくりプロジェクト』を申請したところ、この度、同事業が採択され、信

金中央金庫から寄附金 1,000万円が大野市へ贈呈されることとなりました。なお、事業の申請には

地元信用金庫の推薦を受けることとされているため、申請に当たっては越前信用金庫とともに内容

の協議・検討を重ね、この度の採択に至っております。 

つきましては、下記のとおり贈呈式を行いますので、当日の取材をよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

 

１ 日  時    １月２１日（金）午前１０時～ 

 

２ 場  所    大野市役所 ２階 応接室 

 

３ 内  容    信金中央金庫 創立７０周年記念事業「ＳＣＢふるさと応援団」に係る 

寄附金贈呈式 

 

４ 出 席 者  信金中央金庫 北陸支店 支店長 岸 智弘 様 

        越前信用金庫 理事長 松田 浩次 様 

        大野市長 石山 志保 

 

５ そ の 他  詳細は別紙をご参照ください。 

報 道 資 料 

【発信日】令和４年１月１７日 

【問合わせ先】 

 大野市役所（１階 ８番窓口） 

 地域経済部産業政策課 安達、笹島 

 電話 0779-64-4816 

 



● 「SCBふるさと応援団」について

信⽤⾦庫の中央⾦融機関である信⾦中央⾦庫が、創⽴７０周年を記念し、２０２０年
度から２０２２年度までの３年間を実施期間として実施する事業。「企業版ふるさと納
税」の仕組みを活⽤し、全国の信⽤⾦庫本店所在地の地⽅公共団体に寄附を⾏うことに
より、地域の課題解決及び持続可能な社会の実現に資する事業を地元信⽤⾦庫とともに
応援し、地域の発展に貢献することを目的として実施するもの。
事業の申請にあたっては地元信⽤⾦庫の推薦が必要であり、事業の内容や信⽤⾦庫の

⾏うサポートの内容等を協議することが求められる。

初年度となる２０２０年度は、全国１０３事業に対し、合計１０億１，８００万円の
寄附を実施。 ２０２１年度は、⼤野市の事業を含めた全国９３事業に対し、合計９億
２，２００万円の寄附を⾏うことが決定。これにより、２年間の寄附合計は全国１９６
事業、１９億４，０００万円となっている。

● 『「健幸（けんこう）で⾃分らしく暮らせるまち」を目指して︕
歩くことから始める健康づくりプロジェクト』について

「歩くこと」「健康を維持すること」「まちづくりに参加すること」でポイントを付
与し、ポイントに応じて商品券等と交換する「おおのヘルスウォーキングプログラム」
を実施。参加者には活動量計を配布し、データを⽉１回程度取り込むことで、⾃らの歩
数・体組成（特に筋⾁率）を可視化。健康意識の向上と運動継続に向けたモチベーショ
ンアップを図り、地域住⺠の健康を促進することを目的としている。
※事業の参考として、２０２１年度のチラシを添付

健康づくりの観点だけでなく、人生１００年時代を⾃分らしく生きがいを持って暮ら
せるまちを目指し、歩きたくなるまちづくりや高齢者も参加できるイベントを開催し、
住⺠主導の健幸なまちづくりを推進していく。

なお、寄附⾦は２０２２年度以降充当予定。

● 「企業版ふるさと納税」について

国が認定した地⽅公共団体の事業に対して企業が寄附を⾏った場合、法人関係税から
最⼤で寄附額の約９割が軽減される仕組み。
令和２年度に税制改正され、税額控除割合が現⾏の６割から９割に引き上げられるな

ど、地⽅公共団体と寄附企業の双⽅にとって、⼤幅に取り組みやすい制度となった。

地⽅公共団体が企業版ふるさと納税を受けるためには、地域再生計画を作成の上、国
に申請し、認定を受ける必要がある。⼤野市は、２０２１年７⽉に地域再生計画の認定
を受け、企業版ふるさと納税を受けることが可能となった。

別紙






